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あなたの“いきいき”応援します。 

秋田県南部男女共同参画センター通信 ★第１３２号 

ＩＮＦＯＲＭＡＴＩＯＮ 

編集後記 （小山）  編集後記 五輪ボクシング女子について職場で話題になりました。多様性社会の実現には様々な状況や場

面によって判断しなければいけないことがあり、決定にはたくさんの方の意見を聞き議論を重ねることが必

要だろうと思います。日本選手でメダルを取れなくて責任を感じて謝ってる人がいましたが、謝らなくてい

いよ、観ている人を感動させられるだけですごいことなんだからと思うのです。（小山） 

ひとりで悩まないで相談してください（相談先のご案内） 

●生き方、職場や家庭、人間関係などについて  

ハーモニープラザ相談室 ☎018-836-7846（10:00～17:00 木曜・日曜・祝日除く） 

※男性からの悩みを男性の相談員がお聴きします。  毎月第2・4土曜日 13:00～16:00 

 

自分らしく働くためには、女性特有の健康課題を

知ることや将来の体調変化に備えることが大切で

す。健康に対する理解を深め、女性の働き方につい

て一緒に考えてみませんか。 

■日時：8月 20 日（火）13:30～15:30 

■会場：大綱交流館 

（大仙市刈和野字愛宕下 24-1） 

■講師：大内麻友美さん（さんぎょうい株式会社 

    産業保健師） 

■参加費：無料  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 6年度  

女性の管理職やリーダーを育成するための研修会 

女性の健康とキャリアを考えるセミナー 

自分の考えや意見をわかりやすく伝えるためのコ

ツや、職場の人間関係について考える講座です。チ

ームでより良い仕事をするためにどうしたらよいか

を学びます。是非ご参加ください。 

■日時：10 月 3日（木）13:30～15:30 

■会場：花火伝統文化継承資料館はなび・アム 

（大仙市大曲大町 7-19） 

■講師：加賀谷七重さん（あきた F・F推進員/ 

エンパワーメントwith 代表） 

■参加費：無料 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 6年度  

女性の管理職やリーダーを育成するための研修会 

上手に伝わる話し方のコツ（仮） 

 

6 月 29 日に仙北市西木温泉ふれあいぷらざクリオンを会場に開催しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 6年度 秋田県男女共同参画推進事業 

ハーモニーフェスタ 2024  ～地域ではぐくむ多様性社会～ 

 
開催 
報告 

 令和 6年度  
秋田県男女共同参画社会づくり表彰 

  
【ハーモニー賞】真木 柾鷹さん（由利本荘市） 

◆平成 10年に性的マイノリティの交流の場（現：性と人権

ネットワーク ESTO）を立上げ、交流会や講演会の開催や他

団体とネットワークを構築し啓発活動や当事者支援を行って

います。また、あきた F・F推進員として男女共同参画事業

や県教育庁主催の研修会で講師を務めるなど、地域における

ジェンダー平等社会の実現にむけ大きく貢献、すべての人の

人権の尊重を促進する活動が評価されました。 
 

【チャレンジ賞】伊藤 励さん（大館市） 

◆性別や年齢に関わらず気軽に集い情報交換ができる交流会

を開催、つながりが生まれにくい若年層の交流拡大に寄与さ

れました。性別や年齢にとらわれずチャレンジすることがで

きる男女共同参画社会の実現に大きな影響を与えるものであ

り、若年男性の参画が少なかった地域における活動が評価さ

れました。多様な意見を活動に活かし、男女の出会いの場の

創出や町内会長として活躍が期待されます。 

 

 

 

左から真木柾鷹さん、丹治純子秋田県理事、伊藤励さん 

山屋理恵さん 

レセプションはダンススタジオ「秋田ストリートダンスプランナー」の 

生徒の皆さんによる躍動感あふれるダンス 

 センターには男女共同参画社会の形成を推進しようとする団体やグループ、及び市民活動を推進しよ

うとする団体やグループへの活動支援の一環としてコピー機と印刷機を設置しています。7 月 24 日の

利用者懇談会において、登録団体の代表者の皆さまに承認をいただきまして 8月 1日より料金等が変更

になっています。一般の方も今までよりも更に利用しやすくなっています。料金については別紙をご覧

ください。 

※センター通信「きらめき」8月号に同封しています。また、センターHPでもご確認いただけます。 

コピー機・印刷機利用料金が改定されました（8月 1日より） 

令和 6年度  

地域における重点的な取組みの推進に関する研修 

防災カードゲーム「クロスロード」（仮） 

緊急時にとっさに判断をしなければいけない出来 

事に貴方は決断することができるでしょうか。ゲー 

ムを通して防災や災害時の行動について学びます。 

どなたでもご参加いただけます。 

■日時：11 月 26 日（火）13:30～15:00 

■会場：美郷町公民館（美郷町飯詰字北中島 37-1） 

■講師：あきたクロスロード研究会 

■参加費：無料 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

基調講演 「ジェンダー平等と多様性社会」 
講師：山屋 理恵さん  

（岩手県男女共同参画センター センター長） 

超少子高齢・人口減少社会の日本が社会全体で取り組むべ

き最重要課題が男女共同参画社会の実現です。ジェンダー平

等の実現にむけて、固定的性別役割分担意識の解消、アンコ

ンシャス・バイアスの気づきと解消、多様性社会の推進につ

いて意識・慣行・制度をすすめ、環境を整備することが急が

れると話されました。それぞれの違いを認め尊重される公平

で誰も排除されないことがウェルビーイングにつながる、男

女共同参画社会とは一人ひとりが幸せに生きる社会であると

締めくくりました。 

 

 



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

                         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

パネルディスカッション 「だれもがイキイキ共生社会」 
コーディネーター：坂本 佐穂さん（あきた F・F推進員） 

パネリスト：清水 大さん（美容部員・ダンス講師） 

石川 晴久さん（社会福祉法人秋田ふくしハートネット愛仙管理者） 

 

 

 

 

 
開催 
報告 

ハーモニーフェスタ 2024  ～地域ではぐくむ多様性社会～ 

事業計画の紹介のほかセンタ

ーに対する要望やコピー機・

印刷機の利用料金等改正につ

いて意見が交わされました。

その後、登録団体「マヤタリ

プロジェクト」代表の沓澤繫

幸さんから活動の紹介があり

ました。活動に縁のあるネパ

ールコーヒーを淹れていただ

き和やかな懇談となりまし 

 
 
 
 

令和 6年度 男女共同参画センター運営事業 利用者懇談会〈7月 24日（水）〉 

 登録団体の代表者にご参加いただき、今年度の 
センターに対する要望や意見 

センター利用満足度  

満足している 68％  まあ満足している 28％ 

【要望】夜間利用できなくなったのが少し残念 

【回答】センター統一の決定事項なのでご理解いただきたい 

【提案】若い世代（中高生や 20代）に参加してもらいやすい

テーマがあってもいいのではと思う 

【意見】いつも運営の些細な相談事にも丁寧に対応してもら

っています【意見】おかげ様で団体が目指す地域の姿も実現

できていると感じており、安心して活動できています 

 

 
 

分科会①教育「どうする？ジェンダ－教育」 

何もできないといった偏見がある。「個々に得意なことがあるため地域の力を借りながら役割を見つけてい

きたい」と話しました。また、石川さんが勤務する施設の利用者である草彅和之さんが登壇し、日常生活

や仕事で困難なことについて話してくれました。坂本さんの「私たちは人を二つに分けて考えてしまうこ

とがあるが、同じ社会で共に生きていくただそれだけのこと。誰もが自分らしく生きられる社会をつくっ

ていけたらいい」という思いが心に響きました。一般市民である当事者が登壇し、たくさんの方の前で自

身のことを話すことはとても勇気のいることだったと思います。参加者が「知る」ことの大切さに気づい

たこと、そして同じ地域で暮らす人々のことを考える機会になったことがアンケートからうかがえました。 

  

 

講師に整理収納アドバイザーの近千穂さんを迎え、美郷町中央ふれ

あい館にて開催しました。自身の経験やコンサルティングを行った事

例等を交え、片づけに対しての考え方やコツ、片づけられない心理等

について話されました。アンケートの感想から、「周りが片づくと心も

整理されるものだと感じた」「片づけすることばかりにとらわれず、自

分を見つめ直す時間や家族の気持ちに寄り添うことも大切だと知っ

た」など、モノと心を整理するよい契機になったことがうかがえまし

た。 

令和 6年度 男性の家事・育児と仕事との両立を促進するためのセミナー 

働く男性の生き方講座 ～内なるしんどさを知る～〈8月 4日（日）〉 

 

 センターを会場にあきた F・F推進員と市町村、県の担当者が参加し

今年度の男女共同参画推進事業計画や、それぞれの活動について共有

しました。あきた F・F推進員の松倉みほ子さん（結婚相談所＆LGBT

ご縁相談所代表）が「多様性」について講演しました。参加者は多様

性社会や LGBTQについて理解を深めました。 

令和 6年度 ネットワーク形成に関する業務  

第 1回地域連携ネットワーク会議〈5月 22日（水）〉 

 

 運営委員会はセンター事業の充実を図るために設置され、委員は事業（講座やイベント等）を視察し評

価や助言を行います。今年度から 2 年間委員を務めてくださるのは、あきた F・F 推進員の冨岡美津子さ

ん、長谷川聖史さん、高橋玲子さんの 3名です。センター長から委任状が手渡されました。2 年間よろし

くお願いいたします。 

 

 

 

令和 6年度 男女共同参画センター運営事業 第 1回センター運営委員会〈5月 22日（水）〉 

 
 

 横手市交流センターY2ぷらざをサテライト会場に開催しました。公

認心理師の中村洸太さんを講師に、男性の特権や多数派の恩恵、特権

とその代償等について学びました。地域や家族の「男性はこうあるべ

き」という周囲の考えや押し付けに悩み、しんどさを抱えている具体

的な事柄が寄せられました。男性のしんどさの様々な原因を知ること

ができました。 

令和 6年度 男性の家事・育児と仕事との両立を促進するためのセミナー 

プロに学ぶ整理収納術 〈7月 28日（日）〉 

 

坂本佐穂さん      清水大さん     石川晴久さん 

 誰もがイキイキと生活できる地域とはどんな社会なのだろ

うか。仙北市に暮らす3人が登壇し意見交換を行いました。 

清水さんは男性美容部員として働いていて、心ない言葉を

なげかけられ落ち込んだこともあった。「感じ方は十人十色 

それぞれ自由でいいと思う。けれども言葉に出さずに心にし

まっておいてほしい」と呼びかけました。石川さんは障がい 

をもった方々の就労支援を行っているなかで、障がい者だと 

分科会②防災「私って災害弱者？」 

分科会③観光「多様性と観光を考える」 
ファシリテーター：冨岡 美津子さん（あきた F・F推進員） 

情報提供者：佐藤奈央維さん（グローカルプロモーション株式会

社セールスコーディネーター） 

情報提供者の佐藤さんから仙北市の宿泊施設等について事例紹

介がありました。観光地としての現状と課題、そして多様性に配

慮した提案や希望について意見交換が行われました。 

 

 

 

ファシリテーター：西宮 三春さん（あきた F・F推進員） 

情報提供者：田口俊彦さん（仙北市危機管理監） 

 3.11 の被災地の事例から地域の現状が話し合われました。災害

時に弱い立場にいる人とはどんな人なのか、また災害への備えは何

が必要かなど具体的な意見がでました。 

 

 

 

 

ファシリテーター：黒田 純代さん（あきた F・F推進員） 

 教育現場の昔と今の違いや、ジェンダー教育が行われていない事

などの意見交換が行われました。地域によって学校現場の違いがあ

る、カリキュラムが多く時間が無いなど多くの意見がでました。 

 

 

 

 

 

た。 

令和 6年度 男女共同参画社会づくりに関する実践的な講座 LGBTQ理解促進セミナー 

ひとりじゃない、みんながいる 私たちが紡ぐカラフルな未来 〈6月 9日（日）〉 

  大仙市はなび・アムにて、多様な性と性的マイノリティについて前川直哉さん（福島大学教育推進機構

准教授）が講演しました。また、真木柾鷹さん（性と人権ネットワーク）と今将人さん（損保ジャパン）

と前川さんの三者対談が行われました。トランスジェンダーの課題だけではなく、若年層は自分たちの思

いや課題解決のために声をあげていってほしい。自分事として考えることや寛容性が大事であり、性的マ

イノリティが生きやすい町は誰もが生きやすい町であると話されました。具体的な行動について教えてい

ただけてよかった等の感想があり、理解促進につながる機会になったことがうかがえました。 

 

 

 


